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老人高額医療費償還について 
         市議団で申し入れ 
 
小泉内閣の医療改悪で、昨年１０月から、高齢者医療の窓口負担が一割または、
二割になり、外来で負担限度額を超えた場合、全額支払い、後で払い戻しの申請を
しなければならなくなりました。手続きがはん雑なため、各地で未請求が増えてい
る問題で、大曽根勝正市議と小林真美子市議は担当課長に申し入れを行いました。 
担当課長は「日立市では申請を簡素化して、対象者に郵送していますが、１５％
にあたる約１８０人が未請求になっており、引き続き後追いします」と、答えまし
た。 
その他、都市計画課に久慈町の駅前文化通り路面がひどいので、改良するよう申
し入れました。 
久慈小学校の階段下に安全対策としてガードレールを設置する事については、近
く工事に入る事を確認しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本共産党北部地区委員会ホームページは http://www.jcp-net.jp/ibahokuです。 
「日立市議団ニュース」のバックナンバーもご覧いただけます。 
ご意見、ご感想をお寄せ下さい。 



日立市・十王町合併の協議は今（３） 
 
行政側の報告書にある「合併効果（メリット）」についてを見てみましょう。ひと
つに、「重複する事務及び投資がなくなり、行財政面の合理化・効率化を図ることが
できる」とありますが、効率化などでゆとりができたお金はどこへ行くのか。 
国からおりてくる地方交付税は、人口や産業構造等で金額が決まりますが、日立
市・十王町の合併では、試算から日立市の分の額だけに減らされてしまうことが予
想されます。効率化などで得をするのは地方交付税を減らすことができる国なので
す。合併特例債が、合併すると得した感じを与えますが、使い方を間違えると谷底
へ転げ落ちるものになっています。（次号につづく） 
日立市 195,341人／一人当り  30,071／交付税額 5,874｝合併しない交付税計 7,621 
十王町  13,608人／交付税額 128,362／ (百万円)1,747｝合併する(百万円)   6,283 
                             差額   －1,338 

 
８月２６日（火）日本共産党演説会 
 
午後７時より 
水戸市民会館（水戸駅南口徒歩１０分） 
電車で演説会にいきましょう。 
 
〈常磐線上り時刻表〉 
川尻 17:32 17:47 18:18 
小木津 17:36 17:52 18:23 
日立 17:41 17:57 18:28 
常陸多賀 17:46 18:02 18:33 
大みか 17:51 18:06 18:37 
東海 17:57 18:16 18:43 
水戸 着 18:11 18:32 18:59 
 

 
衆議院茨城５区予定候補 
大内 智子 
街頭宣伝、あなたの街におじゃまいたします。 
ぜひ訴えを聞いてください。 
  ８月２４日（日） 
 １：５０ 大みか旧亀宗前 
 ２：３０ 久慈浜郵便局前 
 ３：００ 南高野事業団アパート前 


